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⽬的

妊婦への能動免疫による新⽣児及び乳児におけるRSウイルスを原因とする下気道疾患の予防を⽬的とし
た組換えRSウイルスワクチン（アブリスボⓇ）が2024年5⽉31⽇に販売となった。研究倫理委員会の承認を
得て（24-R131）ワクチンの安全性を当院での接種実績から検討した。
⽅法

2024年6⽉から11⽉に当院で本ワクチンを接種した妊婦の背景と同年12⽉5⽇までに分娩に⾄った⺟児の
周産期予後を，2023年に当院で分娩した⺟児を対照として，診療録から後⽅視的に検討した。⺟児はいず
れも単胎妊娠とした。解析は，χ2検定またはt検定を⽤いた。
結果

当該期間に本ワクチンを接種した妊婦は280名おり，接種時に対応を要する有害事象発症例はなかった。
⺟体年齢は25歳から47歳であった。接種週数は28週17例，29週18例，30週23例，31週33例，32週50

例，33週，39例，34週50例，35週28例，36週22例であった。分娩歴は初産214例（78.6％），経産61例
（21.4％）と経産婦が少なかった。

280名のうち，12⽉5⽇までに分娩に⾄ったのは206例，2023年の分娩例は1431例であった。分娩⽅法は
接種群：経腟分娩132例（64.1％），帝王切開74例（35.9％），対象群：経腟分娩924例（64.6％），帝王切開
507例（35.4％）と変化なく，緊急帝王切開もそれぞれ23例（25.7％）と313例（21.8％）で有意な増加は
なかった（p=0.21）。早産は10例，4.9％で対照群の早産率4.3％との有意差は認めなかった（p=0.78）。妊
娠⾼⾎圧症候群発症率と分娩時出⾎量を表1に⽰す。いずれも両群間に有意差は認めなかった。
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児が⼗分な免疫を獲得するのには接種後2週間を要するが，2週未満で分娩に⾄った例は，35週で接種し
た28例中6例（35週3⽇〜37週1⽇分娩），36週で接種した22例中2例（37週6⽇，38週5⽇分娩）の計8例で
あった。

児について，出⽣児体重を表2に，出⽣時のApgar score7点未満，臍帯動脈⾎ガスpH7.1未満，NICU⼊
院率を表3に⽰す。いずれも両群間の差は認めなかった。
結語

本ワクチン接種時に有害な事象は観察されず，周産期にも問題となる事象は⽣じなかった。これらは第
Ⅲ相試験の結果とも合致している1)。また新⽣児での免疫獲得も明らかとなっており２），本邦でも本ワクチ
ン接種が普及することを期待する。
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